
14 山 地集団肉用育成牛の発育と繁殖性

1  背 景 と特徴                  ;    :‐ i

肉用牛について、明 2オで繁殖供用することの可否が論ぜられ、確固とした指針が示されな

いままでいるが、山地集団肉用育成牛を供用した明2才のまき牛による繁殖成績、およびその

後の繁殖性、発育について以下の成績を得たので指導上の参考に供する。

2  技 術内容    '

1)!‐、甲明
3才
 令 卑午24才 時

の違た率は80.6%と 高 く、 5ォ時にも休産しない。

2)明 3才分焼牛はN・ B種 とも30カ 月令(産子約 6ガ月令 )時点では不妊牛に比べ発育

が劣るが、42カ月令ではほとんど差がなくなっている。              '

3)明 3才産子の発育は離乳時体重 (210日 補正値 )で 4才以上産子に比べ劣る傾向がうか

がえる。              i      F         i

4) B種 について、明 4才初産子牛と同 2産子牛の発否は、離乳時体重で前者の優れるfrF向
.    |   ャf ■  、             l         i                 !  ‐

がうかがえる。

5) H種 について明 2オ種付は、受胎率、難産等からみて、みあわせることが望ましい。

O N日 本短角種 B黒 毛和種 Hヘ レホー ド種

3  指 導上の留意 点

当該成績は、放牧を主とした山地集団肉用育成牛を供用したものであり、合飼育成牛等に適

用する場合、発育、管理形態のちがい等を考慮することが必峡である。

4  試 験 成績の概要

1)試 験課題名 山 地における肉用牛の集倒育成技術

2)試 験年次かよび場所 昭 和 48～ 52年  岩 手吾試外山分場

3)試 験方法

(1)供試牛 N種 39頭 (48年 度子 19頭、 49年 度子 20頭 )

B種 36頭 (18頭 、 18頭 )      .

H種 21頭 (11頭 、 10頭 )
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12)飼 養形態

放牧 :5月 上中旬～ 11月 下旬、野車牧車組合せ放牧

合飼 :11月 下旬～ 5月上中旬                 t1  1

飼料給与量 (Cf l頭 25竹 /日 、 HOγ 2枠 )

131 まき牛期間 70日 (5月 下旬～8月 上旬 )

4) 試 験結果

(1)初 発情の出現週令は集団管理における確認範囲でN種 42.4、 B種 44。1、 H種 66.8で

あり、H種 の遅れが目立つ。                    | ‐

(2)明 2オの受胎率はN種 79.6%、 B tt S5.6"、 H種 16.7%で あり、なた15カ月令 (平

均受胎月令 )時の発育は受胎牛群の優れる傾向がうかがえる。 (H種 、体重、体高は5%

水準で有意差あり)。   ‐

13)明 3オの助産率はN種 41.9%(13頭 )、 B種 45.0%19)、 H種 100%G)で H程が高く、

うち 1頭は難産で死亡 している。

14)B種 明 4オ初産子牛と同 2産子牛の離乳時体重はそれぞれ 191 94 Ar7、 170.0竹 と前者の

優れる傾向がみられるが、N、 H種 については例数が少なく、明らかでない。

分  娩

不  妊

3 1 16.7

B種 ( )内 数値はまき年期間 40日の成績

- 6 6 -
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6)残 された問題点

明3才分焼牛、同不妊牛の生涯生産性の比較検討

S  参 考資料
f

岩手県畜産試験場試験成紋報告書 48、 4受、 50、 51年
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